長寿医療研究開発費 平成２９年度 総括研究報告 老化に伴う口腔粘膜バリア破綻を基軸とした 歯周病病因論の新展開とその制御法の探索(２９-２５) 主任研究者 松下 健二 国立長寿医療研究センター 部長 研究要旨 歯周病は最終的に歯の脱落を来す疾患であり、高齢者の QOL の低下とともに低栄養の要 因であるため、フレイルに影響を及ぼす重要な要素となりえる。また近年、我が国では高齢 者の歯周病罹患率は増加傾向にあるため、その対策は重要な施策の一つとなっている。本研 究では、歯周組織の加齢変化、細菌感染、糖尿病、高脂血症等による口腔粘膜バリアの変化 が歯周病病態に及ぼす影響について検討した。その結果、高齢マウスでは若齢マウスと比較 して、Claudin-2 および Claudin-10 といった口腔粘膜バリアを構築する分子の発現が低下し ていた。また、歯周病原細菌 Porphyromonas gingivalis の感染により、歯肉上皮細胞培養系に おいて Claudin の発現低下がみられた。さらに、口腔上皮細胞が発現する IL-29 受容体が口 腔内へのウイルス感染を制御する可能性が示唆された。これらの粘膜バリア機能に関連す る分子の発現低下は、歯周病を始めとする高齢者の口腔粘膜疾患の発症や進行を亢進する 可能性がある。加えて、これらの分子の発現等を増強することにより、高齢者の口腔粘膜疾 患の発症が抑制することができると考えられる。 主任研究者 松下 健二 国立長寿医療研究センター 部長 分担研究者 四釜 洋介 国立長寿医療研究センター 室長 多田 浩之 東北大学 講師 古市 保志 北海道医療大学 教授 Ａ．研究目的 歯周病は最終的に歯の脱落を来す疾患であり、高齢者の QOL の低下とともに低栄養の 要因であるため、フレイルに影響を及ぼす重要な要素となりえる。また近年、我が国では 高齢者の歯周病罹患率は増加傾向にあるため、その対策は重要な施策の一つとなっている

